
市民公開講座
患者・家族向け公開セミナー

～臨床試験、臨床研究、治験について知ろう～

パシフィコ横浜　会議センター３階　303＋304（第４会場）
（受付開始は 12時 50 分からですが、入場は 13時 05 分頃を予定していますのでご了承ください）

鶴丸雅子（長崎大学病院 臨床研究センター）

西村由希子（特定非営利活動法人 Asrid）

④ 臨床試験実施者と患者・家族との橋渡し― CRC という職業についてー
　鈴木由加利（新潟大学医歯学総合病院 臨床研究推進センター）

③ 医薬品開発の新しいパラダイム
　森　和彦（厚生労働省）

② “新しい医療”を生み出すために
　後澤乃扶子（国立研究開発法人国立がん研究センター 研究支援センター 研究管理部）

① イントロダクション　―患者視点でみた臨床試験（治験）とはー
　西村由希子（特定非営利活動法人 Asrid）

（注意）個別の疾患相談はおうけできません

9月 15日        13時 20分   ～ 14時 50分日

会　場

事
務
局

主催：臨床試験支援財団
詳しくは、学会ホームページをご覧下さい
https://convention.jtbcom.co.jp/crc2019/
事前にホームページより参加登録をお願いします

株式会社 JTB コミュニケーションデザイン　プロデュース 2局内
 〒105-8335 東京都港区芝 3-23-1 セレスティン芝三井ビルディング 13階
 TEL: 03-5657-0775　E-mail : crc2019@jtbcom.co.jp

定員：300 名
参加費：無料

個別の病気相談は受けつけておりませんのでご了承ください

座長：

演者：

東京女子医科大学病院で看護師として腎臓内科等の病棟で経験を積み、1999 年より CRC として院内のGCP 下での治験実施体制の整備を担ったのち、2015
年より国立がん研究センター中央病院で医師主導治験の調整事務局支援体制の構築を行った。その後、厚生労働省医政局研究開発振興課治験推進室の治験
推進指導官として臨床研究・治験活性化の施策に携わった経験を活かし、現場に戻ってさらなる治験・臨床研究推進の支援体制の管理を通じて、一日も早
くよりよい医療を患者さんに届けるお手伝いに邁進している。

1983 年東京大学大学院薬学系研究科修士課程修了後、旧厚生省入省。医薬品の承認審査、治験相談、安全対策の実務に長く従事。新薬開発から承認審査、
市販後までのプロセス全体の最適化を目指している。2015 年 10 月より現職。

1999 年より院内の CRC 業務を開拓。薬剤師の知識と経験を生かし、治験に参加される患者さんを守る CRC を目指してきた。2011 年より臨床研究センター
事務局長として、治験が円滑に行えるように治験実施体制の整備・管理や治験の倫理性を守る治験審査委員会の業務等に従事している。2015 年より長崎大
学薬学部非常勤講師。日本病院薬剤師会臨床研究推進委員会委員、ながさき治験医療ネットワーク委員会幹事として、CRC 養成にも力を入れている。

東京大学先端科学技術研究センター助教（常勤）、京都大学細胞・システム統合拠点客員講師等を歴任。2014 年に「希少・難治性疾患分野における全ステ
イクホルダーに向けたサービスの提供」を目的とした中間機関である ASrid を設立。2016 年 1月より現職。

　「CRC と臨床試験のあり方を考える会議」は、病院で患者に寄り添い、臨床試験を進める臨床研究コーディネーター（CRC と呼ばれます）が中心
となってさまざまな意見を交わす会議です。今回、患者や家族、そして一般市民のみなさんに向けた公開セミナーをはじめて開催します。
　みなさんは、「臨床試験」、「臨床研究」、「治験」ってご存知ですか？病気になったら、病院で医師に診察してもらい、その病気に効く薬を処方し
てもらうなどの治療をしてもらいます。薬を患者さんが使うことができるようになるまでには、「その薬はどのような特徴をもっているのか」、「ど
のような使い方が良いのか」など、色々なことを確認しなければ安心して使うことはできません。それらを確認することを「臨床試験」、「臨床研究」、
「治験」などと呼んでいます。
　本公開セミナーでは、これらについて、最新のトピックスを含め、医療機関や行政の識者からわかりやすく紹介します。もちろん、CRC からも
現場の声をお届けします。是非、このセミナーに参加いただき、「臨床試験」、「臨床研究」、「治験」の理解を深めていただければ幸いです。

1999 年より、CRC として、治験及び臨床研究も「患者中心の医療」であるように活動を行っています。治験や臨床研究のお話を受けられた患者さんの気持
ちに寄り添いながら、研究のあらまし等の説明を通し戸惑いの軽減やご質問に耳を傾けます。患者さんの意思を尊重しご理解をいただける場合には安全な
実施が図れるようにコーディネートを行います。日頃感じる思いや仕事の実際をご紹介したいと思います。



市民公開講座
患者・家族向け公開セミナー　～臨床試験、臨床研究、治験について知ろう～

日時：9月 15 日（日）　13時 20 分～ 14 時 50 分
会場：パシフィコ横浜　会議センター３階　303＋304（第４会場）

申込方法　＜ インターネットでのお申し込み＞
                          下記 QRコードの読み取り、もしくはウエブブラウザで「CRC あり方会議 2019」と検索のうえ、
　　　　　　CRC と臨床試験のあり方を考える会議 2019 in YOKOHAMA のホームページよりお申込みください
　　　　　　（ https://convention.jtbcom.co.jp/crc2019/）
　　　　
　

申込締切　2019 年 9月 11 日（水） 
＜注意事項＞
・空席がある場合には当日申込を受付しますが、満席の場合にはお断りする場合もございますので、予めご了承ください
・個別の病気相談は受け付けておりませんのでご了承ください
・市民公開講座参加者（一般の方）は、市民公開講座の会場以外への立ち入りはご遠慮ください
・写真撮影、動画撮影、録音はご遠慮ください

QR コード CRC あり方会議 2019ブラウザでの検索

★

★


	★市民公開講座_表_20190815_V6_決定版
	★市民公開講座_裏_20190809

